
  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

  

  

 

 

 

   

                        
 

 

   

   

   

 

 

 

 

                      

                                       

                                 

 

  

  

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

東京赤坂ロータリークラブ 
NO.1362 /  2016.04.15 
例 会/ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

    Tel 03-3505-1111 

事務局/〒107-0052 東京都港区赤坂 2-19-8 

    赤坂 2 丁目アネックス 3F 

    TeL  03-3505-5976 

    Fax  03-3505-6004 

    http://www.akasakarotary.com/  

 

●前回報告／2010 年 5 月 28 日 1117 回例会 

「今の民事裁判、これからの民事裁判」 

     みのり総合法律事務所 所長 

    当クラブ会員  小原 健 氏 

 

 

 

 

 

●本日の例会/ 2016 年  4 月 15 日 第 1392 回 

第５回クラブ協議会    13:00～14:15 

  テーマ ：「 創立３０周年記念事業について 」 
 

 

 

 

 

 

 
    

 

 
 
 

 

 

 

 

 
   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

「僅かなことにも手を差し伸べよう、そして信頼と絆」 2012～2013 年度クラブテーマ    

出席報告： 会員 50 名 / 出席 31 名 欠席 19 名 
ゲ ス ト:  武士雅子(卓話)   計１名（敬称略） 

 
 

 
 
 

東京赤坂ロータリークラブ週報      

Weekly Report        会長 橋本 年男    Build friendship, Join a heart, Service together.                       
2015～2016 年度クラブテーマ 「輪になろう、つなげる想い、つながる奉仕」 

 

●次回予告 / 2016 年 4 月 22 日 第 1393 例会 

卓話：「野球とベースボール」 

KDN MANEGEMENT Inc.（USA）代表  

MLB 公式エージェント 団 野村 氏 

●前回報告／ 2016 年  4 月  8 日 第 1391 回例会 
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慶事披露：100%皆出席 

高須康有 君(27 年)  / 吉岡琢磨 君(25 年) 

 石井 達 君(３年) 

 

 

卓話 ：料理研究家 武士 雅子 氏 

 

 

 

広報委員会：（入沢委員長） 

ロータリーの友４月号の紹介をいたします。まず表紙の

写真は、長崎県西北部の西海国立公園で佐世保の九十九

島から平戸島や東シナ海の五島列島へと続く大小 400 余

の島々からなる外洋性多島海景観がすばらしい、と撮影

した近藤氏が言っております。また「もし芭蕉が九十九

島の風景を知っていたらきっと訪れたにちがいないと思

います」とのことです。その裏面は、1940 年に国際ロー

タリー脱会直前に横浜で開かれた地区大会に集まったガ

バナーと有志の写真です。日本にロータリークラブが誕

生したのは 1920 年。東京ロータリークラブが日本で初の

ロータリークラブです。1923 年の関東大震災の時には、

国際ロータリーより、現在の貨幣価値で約 10 億円が東京

ロータリーに集まりました。この関東大震災を契機とし

て日本のロータリー活動は本格化していきましたが、

1940 年第二次世界大戦により脱会が決議されました。表

紙裏の写真は、脱会直前の写真であり少し寂しげであり、 

＜休会のご連絡＞ 

４月２９日（金）、５月６日（金）は休会となります。 

会長報告： 
３月４日に卓話をしていただいた3360地区（タイ北部）
チェンライ RC 会長エレクト、NPO 法人タイ国学生日本
語教育環境支援プロジェクト（JALET）理事長  原田 義
之 氏が支援してるホイ・サンヤーオ小学校・学童一同
より感謝の写真をいただきました。皆様より集めた善
意の寄付が、新学期の文具購入に使われたとのことで
す。 
 

 

時代を表していると感じました。その後、1949 年に日本

は国際ロータリーへ再加入し、現在のロータリーがあり

ます。 

ロータリー財団委員会：（高須委員長） 

本日皆様のボックスへお配りしましたが、ポリオ撲滅支

援の寄付のお願いです。今迄は個人向けの寄付のお願い

でしたが、今回は企業様より寄付の御協力をお願いいた

します。クラブでまとめて地区へ送金いたしますので、

御協力頂けます場合は、クラブのほうへご入金のほどお

願い申し上げます。 

親睦活動委員会：（佐久間サブリーダー） 

4 月 16 日、17 日と親睦旅行となります。待ち合わせの

時間が 6 時 30 分となっておりますので、よろしくお願

い申し上げます。本日例会後にパンフレットをお渡しい

たしますので、参加される方は少し残ってください。ま

た何かございましたら私の携帯までお願いいたします。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京赤坂ロータリークラブ／●会長：橋本年男 副会長：田村昭二  幹事：関陽一  広報委員長：入沢頼二  今週の担当：入沢頼二 

  

                      
4月 8日 15件 30,000円   

累計1,209,566円
  多額の寄付を有難うございました。（敬称略） 

橋本年男/武士様、本日の卓話よろしくお願いします。今週４日

はルイーズの両親と目黒川で、５日は火曜会で桜坂で花見をしま

した。木下さんニコニコご苦労様です。お身体を大切に。入沢頼

二/木下さんいろいろ頑張っておりますね！ニコニコご苦労様で

す。吉岡琢磨/木下さんニコニコご苦労様。皆勤賞有りがとうご

ざいます。高須康有/皆勤賞いただきありがとうございます。皆

様のお蔭です。西澤民夫/武士先生、本日はよろしくお願いしま

す。今度はＵＺＵに伺います。村山公士/木下さんニコニコ担当

ご苦労様です。よろしくお願い致します。小林博茂/バトミント

ン、野球とスポーツと賭博が話題となってます。心身を鍛えるス

ポーツのトップ中のトップが体だけで心が鍛えられていない。玉

ちゃんご意見を！佐藤仁/武士様、楽しみにしていました。木下

さんニコニコお疲れさまです。河邉幸夫/花見しないうちに桜が

散ってしまいそうです。木下さんニコニコお疲れ様です。石井達

/武士さまのお店は同じ町内なので今度お邪魔したいと思いま

す。魏芝/木下さんニコニコを楽しみにしています。熊本誠司/

桜ふぶきの中、麻布十番より歩いてきました。木下さんニコニコ

お疲れ様です。的場隆光/武士様本日の卓話よろしくお願いしま

す。戸泉邦康/先日お見えになった木村一希さんが入会希望進行

中です。皆様どうぞよろしくお願いいたします。木下京子/武士

先生、本日お料理のお話とても楽しみにしています。 

 

  

このところ、桜の開花に春の到来を結び付けるにはやや無理
がありそうな肌寒さの中で桜前線のニュースに触れる年が
続いているように思う。比較的暖かいお天気が続いた先週。
あちこちで開花宣言が続いたかと思いきや一変して冬に逆
戻りしたかのような寒さに見舞われ、わが身の体調とともに
開花したばかりの桜が散ってしまうのでは、と心配された方
も少なくないのでは。毎年この時期の火曜会では、宴の後に
近くの桜を愛でながらそぞろ歩きをすることが恒例になっ
ている。そんなタイミングで幹事を仰せつかると当日のお天
気が心配で心配で、２～３日前から食事が喉も通らなくなる
ほど？気をもむ。ところが実際ふたを開けてみると、何と司
会役が渋滞にはまって遅刻するという失態を演じてしまっ
た。まさに敵は天に在らず、地に在り。この場をお借りして
お詫び申し上げる次第である。 

さて、皆様にはそんな司会の失態の穴を埋めていただきなが
ら、さる４月５日の火曜会は、17 名の参加を得てまるで何
事もなかったかのようにスタートした。今回のテーマは、「ロ
ータリアン。ビフォー＆アフター」。栄えあるロータリアン
としてスタートを切ったものの、どうすれば良きロータリア
ンになれるのか、誰しも一度は立ち止まって考えたことがあ
るはず。このところ西澤さんはじめ多くの方々のご尽力の賜
物だが、メンバー増加に拍車がかかり、あっという間に５０
人規模のクラブに。しかし、急成長は同時に組織立上げの信
条が忘れられ、意外に組織崩壊への兆しが芽生えるという弊
害を生むことは、常日頃会社経営に頭を悩ませておられる皆
様自身が身をもって体験されていることではないだろうか。
そこで、新人メンバーさんたちの抱負を聞く一方、諸先輩方
の「ビフォーアンドアフター」に耳を傾けることは大いに意
義があるのではないかと考えた。さて、実際にマイクをお渡
しすると出るわ、出るわ。途切れることなくマイクのリレー
は続き、お花見そぞろ歩きをする時間がなくなってしまうの
ではないか、と司会を慌てさせた。司会役の一存で勝手にお
話の内容を要約させていただくとこうである。入会したての
New Face 組の皆様は、一様にロータリーへの熱い期待を語
り、自分は微力で何が出来るか未知数なれど、普段の仕事や
生活を通じては得られない新しい視点や人とのつながりを
模索したい。併せてロータリーの真骨頂のひとつでもある社
会奉仕に身を投じてみたい。入会から３～４年経過し、様々
な役割も一通りやってのけて、ある程度ロータリーの甘いも
酸いも体験した Poker Face 組となるとある程度ビフォーと
アフターのギャップに触れる発言が目立ってくる。しかし興
味深いのは、決してそうしたギャップがネガティブに向いて
いないことである。つまりこうだ。「最初は正直言ってロー
タリーに対しては、金持ちのお上品クラブみたいなイメージ
が強かったが、実際入ってみるととても楽しくて充実してい
る」というのだ。とりわけ火曜会や家族旅行など、メンバー
のプライベートな部分が強く出るイベントを通してそうし
た思いを強くするものらしい。確かにビフォーとアフターの
ギャップがネガティブに働き始めると普通退会者が出ても
おかしくない。ところが、司会者自身これまでお仕事やご家
庭の事情以外で退会された方を存じ上げないのである。司会
者冥利に尽きる「ビフォーアンドアフター談義」である。さ
て、忘れてならないのがクラブ創設の頃をご存知の大先輩
方、つまり Big Face 組のお話である。それぞれに往時の思
い出を語っていただいたわけだが、その中にとても大切なメ
ッセージが込められていたと気づいたのは司会者だけの役
得ではあるまい。曰く、かつて伝説とも呼ばれるにふさわし
い会員の方がおられた。そうした方々の所属していられた会
社でのネームバリューや役職もさることながら、皆リーダー
然としておられた。そうした先輩たちのリーダーシップはい
ったい何を通して見えたか、感じられたか。もちろん様々な
要素が絡んだひとつの結果に過ぎないとは思うが、一見どう 

春の香に誘われて ～2016年 4月火曜会開催報告～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

でもよいようなことをとても大切にしようとする考え方、姿
勢というものにリーダーシップが重なっていたように思う。
当時入会したばかりの自分にはそれがこの上なく大切なも
ののように思えたということ、そのことを今も貴重な教訓と
してよく覚えている。なるほど、時代の波に翻弄されやすい
今の私たちにとって、旧きよき時代に忘れてきてしまったよ
うな感慨深いお話である。また、諸先輩方が異口同音繰り返
し主張してやまないのが、火曜会や家族旅行への積極的参加
である。普段では得られない禁断の楽しみがどうやら宿って
いるらしい。 

今や 50 名からなる会員を抱え、赤坂ロータリークラブはそ
の歴史の中にあって大きな節目を迎えようとしている。私た
ち会員一人ひとりが大切にしていかなくてはならない不変
の価値あるいは姿勢とは何なのか、その問題を突きつけら
れ、深く考えさせられた火曜会でもあった。最後は、橋本会
長に締めていただき、予定通り８時半に終了したときには、
司会としての重責を果たしたという実感とは別に、何かとて
も充実した気分に満たされていた。その後、心配された天気
の大きな崩れもなく、まるで桜の妖精が舞い降りたような霊
南坂をそぞろ歩いた何人かの会員たちは、火曜会の余韻に浸
りつつ春の訪れを告げる香に包まれて、それぞれに夜の街に
消えていったのである。           (畠中記) 

 

 

 


